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第２回指導主事と共につくる授業相談会 令和８年６月15日（諏訪地区）

18日（上伊那地区）

授業のUD化を進め、多様性を包み込む学びの実現を！

参加された先生方が、学びにくさのある子どもたちの学習の様子を疑似体
験し、子どもの困り感を捉え、どのように支援したらよいかについて真剣
に考える姿が印象的でした。今後も多様性を包み込むインクルーシブな教
育の実現に向けて、自分たちにできることを考えていきましょう。

【お知らせ】第３回指導主事と共につくる授業相談会は、下記の通りになります。
日時・会場

・８月19日（水）14：00～16：40 伊那合庁

申し込み方法
１．７月上旬に各学校に送付されたメールをご確認ください。
２．校長先生、教頭先生にご相談、校長先生にご決済をいただいた上で、

右記の二次元コードよりお申し込みください。

第２回指導主事と共につくる授業相談会が開催されました。今回は、「児童生徒理解とイン
クルーシブな教育」のテーマのもと、授業のユニバーサルデザイン化に関する研修を行い、そ
の後、各教科等に分かれてグループ懇談を行いました。懇談では、「授業づくり」や「単元構
想」を考え合ったり、日頃の取り組みや悩みについて語り合ったりしました。

短い言葉で、かつ具体的に伝える必要性は分かっているつもりで
も、自分の話し方を振り返ると、いくつもの情報を長く伝えてい
たなと感じました。授業構想については、今の自分に足りないも
のが明確になったため、明日の授業からその部分を補っていきた
いと思いました。（参加者の感想より）

実践してきたことと今後取り組んでいくべきことを明確に知ること
ができよかったです。問題行動を起こしてしまう子どもの背景には
理由があることを頭に入れて子どもと向き合っていきたいです。
（参加者の感想より）

今年も研修を通して自分の授業の方向性や見通しをもつことがで
きました。問いの設定や学習課題の工夫など、まだまだ改善の余
地はありますが、生徒が前向きに学びに向き合い、社会科の学習
が楽しいと思えるような授業づくりを今後も見直し続けていきた
いと思います。（参加者の感想より）

子どもの注意を大切な事柄に向けさせることと、指示を分かりや
すく伝える工夫について学習しました。これらはすぐに授業で実
践できることなので取り入れていきたいです。（参加者の感想より）
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